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一般財団法人

エンジニアリング協会
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東京都港区虎ノ門 3-18-19（UD 神谷町ビル10 階）
TEL 03-5405-7201　FAX 03-5405-8201
https://www.enaa.or.jp/

ー日本に限らず、世界のいたると
ころでM&Aが盛んに行われており、
日本のエンジニアリング産業におい
ても、今後M&Aが盛んに行われて
いくと思います。そこで、本日は、
こうした動きの先駆けとなった御社

からいろいろとお伺いしたいのです
が、まず、何故社名を「JFEプロ
ジェクトワン」とされたのか、お聞
かせください。

大森　新社名については、JFEエン
ジニアリング株式会社から、我々
が決めていい、というお話をいた
だいていたため、社員に公募をか

けました。いろいろなアイデアの
中で、「One」という言葉を入れ
たい、という提案があり、これを
採用することとしました。我が社
は、従来から「One MPE」をス
ローガンにしておりましたし、
「One」には「Everyone」といっ
た「人」の意味もあります。さら
には、「Number One」を目指す、

お客様の「唯一」の存在でありた
い、ということも含んでいます。
こうした様々な思いを「JFEプロ
ジェクトワン」という名前に込め
ています。

ー今回御社の株式を100％保有
することとなったJFEエンジニア
リング株式会社は、元々製鉄系の
エンジニアリング企業であり、石
油化学関連のビジネスに知見と経
験のある御社をグループ企業とす
ることにメリットがあることはよ
く分かるのですが、御社にとっ
て、今回のM&Aにはどのようなメ
リットがあるのでしょうか。

大森　端的に結論を申し上げれ
ば、今回のM&Aは当社に大きなメ
リットをもたらしています。JFEエ
ンジニアリング株式会社の大下元
社長以下の幹部の皆様とお会いした
際、我々への大いなる期待をひし

ひしと感じ、責任を痛感するとと
もに、一層奮励努力する気概と勇気
をいただきました。
　実は、三井グループに属してい
た時代に、海外プロジェクトで大
きな赤字を出してしまったことか
ら、海外EPCのCには取り組まない
という方針が打ち出され、ここ数
年海外の大規模プロジェクトから
は遠ざかっていました。
　ところが、JFEグループに入っ
て、「海外のプロジェクトには、
当然チャレンジすべき」「リスク
ヘッジは行わなければならない
が、プロジェクトの規模の上限を
設けない」ということとなりまし
た。まず、この二つは、当社に
とって大きなメリットです。

ー当然、従業員の皆様の士気も上
がりますよね。

大森　おっしゃるとおりです。 
M&Aの話が決まった際に、従業員
はどんな気持ちになるのだろう
か、と心配したのですが、全くの杞
憂でした。シニアの社員の中には、

ノスタルジックな思いを持ってい
る者もいるかもしれませんが、特
に若手社員は、「自分のやりたい仕
事ができるようになった」と極めて
前向きにとらえています。

ーそのほか、どのようなメリット
が感じられますか。
　　　
大森　JFEグループとのシナジー
効果が期待できる部分として、
JFEエンジニアリング株式会社の
調達力があります。集中購買をす
ることによって、今までよりも調
達価格を低く抑えられると考えて
います。また、これから海外プロ
ジェクトに再挑戦したいと申し上
げましたが、我々JPOとしては現
在、海外に拠点を有しておりませ
ん。これからJFEグループの海外
ネットワークを活用させていただ
き、再び世界に羽ばたいていきた
いと思っております。我が社は、
長年化学プラントに携わってきた
実績があり、国内で1千件以上、海
外でも500件以上のプラントを
造ってきました。この知識と経験
を大いに活用していきたいと思っ
ています。

ーエンジニアリング企業の社長さ
んにお伺いすると、皆さん一様に
「我が社の最大の宝は従業員だ」と
おっしゃいます。大森社長も、同じ
お考えだと思いますが、従業員の皆
様に期待することはどのようなこと
でしょうか。

大森　当然、我が社の最大の宝は
従業員です。我が社には、シニア
の社員が約1割おりますが、皆さん
経験豊富な方々です。こうした

「JFEプロジェクトワン」に
込められた思い

方々には、中堅若手に対しコーチ
ングをして、一人前に育てていっ
てほしいと思っています。もちろ
ん、中堅若手には常に「早く一人
前になれ」と申しております。ま
た、まだまだ数は十分ではないの
ですが、女性の技術者、管理者が
育ってきています。こうした人た
ちにも、それぞれの特性に合った
活躍の場を提供したいと思ってい
ます。

ー大森社長には、JFEプロジェク
トワン株式会社の現状と将来に向
けた思いを大分お聞かせいただき
ましたが、このほか、おっしゃり
たいことはないでしょうか。

大森　まず、新型コロナウイルス
の感染拡大防止のため、基本的に
従業員は全て在宅勤務で業務を処
理しろ、と言っています。我が社
の業務の中には、現場で行う仕事
もあり、全て在宅で行うことがで
きるわけではないのですが、かな
りの仕事が在宅勤務でできていま
す。さらに、オフィスで仕事を
行っていた際には「当然」と思っ
ていた業務が、実は「不要」なの
ではないか、と思えるものも見つ
かってきています。こうした「通
常業務の棚卸」は、必要なことだ
と思っております。
　一方で、中長期的には、受注額
の変動が大きいEPCビジネスにの
み頼るのではなく、安定的な収益
が見込めるメンテナンス事業に事
業の力点を置くべきだと思ってお
り、すでにこの部門の人員を強化
しました。

ーここで、大森社長ご自身のこと
を少しお伺いしたいと思います。ま
ず、エンジニアリング業界に入った
きっかけは何だったのでしょうか。

大森　私は、岡山県倉敷市の出身
で、近くに水島のコンビナートが
ありました。学生の頃からコンビ
ナートを見て、「将来このように
大きなものを造る仕事に就けたら
いいな」と思っていました。その
後、地元に三井造船という会社が
あり、プラントビジネスをしてい
ることが分かったため、入社する
こととしました。

ー今まで、プロジェクトマネー
ジャーとして行った仕事で、最も印
象深かったものは何でしょうか。

大森　いくつかのプロジェクトに
ついて、プロジェクトマネー
ジャーをさせていただきました
が、最も印象深いのは、三井化
学さんと出光興産さんとの合弁
事業で、シンガポールに化学プラ
ントを造った事業です。プロジェ
クト遂行の途中で、必要な機器を

　インタビュー当日は、折あしく
緊急事態宣言さなかの1月29日（金）
となってしまいましたが、大森社
長は、快く予定どおりのスケ
ジュールでお受けくださいまし
た。私のインタビュー記事でうま
く伝わっているか分かりません
が、大変熱情あふれる語り口でお
話をいただき、今後のビジネスに
向けた気概と、従業員への愛情が
強く感じられました。

聞き手：当協会専務理事
前野 陽一

積んだ船舶が三浦半島沖で衝突
事故を起こし、沈没してしまい
ました。結局、ベンダーさんに
もお願いして、再度機器を作り
直すこととし、通常なら1年間く
らい遅れるところを半年の遅延で
納めました。

ー社長の使命は何だと思われます
か。また、模範とする経営者はおら
れますか。

大森　先ほど、我が社の最大の宝
は従業員であると申し上げました
が、社長である私の最も重要な使
命の一つは、従業員をいかに思い
やるか、いかに守るか、というこ
とにあると思います。我が社の目
的は、「従業員もお客様も両方と
も幸せになる」ことだと信じてい
ます。そのためには、社長が明確
な方向性を示し、ぶれないことが
必要だと思っています。社長とは
全てを背負う責任者であり、副社
長とは全く役割が違います。
　また、私が尊敬している経営者
は、大学の大先輩でもある『海賊
とよばれた男』という小説で有名
な出光興産の出光佐三さんです。
日本政府に対してもバトルをしな
がら、しかも一人の従業員の首も
切らない、という彼の姿勢が大好
きです。

ー座右の銘はありますか。

大森　あえて申し上げれば、「一
心同体」です。先程もお話しした
印象深いプロジェクトでは、お客
様をリスペクトして相手を好きに
なれ、とメンバーを指導しまし
た。その結果、お客様との一体感

インタビュア後記

が生まれ、一緒にトラブルを乗り
越えることができました。
　社内も「一心同体」、JFEグルー
プとも「一心同体」、お客様とも
「一心同体」を目指しています。

ー本日は大変ありがとうございま
した。

サウジアラビア向けエチレンプラント
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だいていたため、社員に公募をか
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たい、という提案があり、これを
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は、従来から「One MPE」をス
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「One」には「Everyone」といっ
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社長以下の幹部の皆様とお会いした
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きな赤字を出してしまったことか
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年海外の大規模プロジェクトから
は遠ざかっていました。
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て、「海外のプロジェクトには、
当然チャレンジすべき」「リスク
ヘッジは行わなければならない
が、プロジェクトの規模の上限を
設けない」ということとなりまし
た。まず、この二つは、当社に
とって大きなメリットです。

ー当然、従業員の皆様の士気も上
がりますよね。
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ノスタルジックな思いを持ってい
る者もいるかもしれませんが、特
に若手社員は、「自分のやりたい仕
事ができるようになった」と極めて
前向きにとらえています。

ーそのほか、どのようなメリット
が感じられますか。
　　　
大森　JFEグループとのシナジー
効果が期待できる部分として、
JFEエンジニアリング株式会社の
調達力があります。集中購買をす
ることによって、今までよりも調
達価格を低く抑えられると考えて
います。また、これから海外プロ
ジェクトに再挑戦したいと申し上
げましたが、我々JPOとしては現
在、海外に拠点を有しておりませ
ん。これからJFEグループの海外
ネットワークを活用させていただ
き、再び世界に羽ばたいていきた
いと思っております。我が社は、
長年化学プラントに携わってきた
実績があり、国内で1千件以上、海
外でも500件以上のプラントを
造ってきました。この知識と経験
を大いに活用していきたいと思っ
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んにお伺いすると、皆さん一様に
「我が社の最大の宝は従業員だ」と
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お考えだと思いますが、従業員の皆
様に期待することはどのようなこと
でしょうか。
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従業員です。我が社には、シニア
の社員が約1割おりますが、皆さん
経験豊富な方々です。こうした
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ん、中堅若手には常に「早く一人
前になれ」と申しております。ま
た、まだまだ数は十分ではないの
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活躍の場を提供したいと思ってい
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ましたが、このほか、おっしゃり
たいことはないでしょうか。
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の感染拡大防止のため、基本的に
従業員は全て在宅勤務で業務を処
理しろ、と言っています。我が社
の業務の中には、現場で行う仕事
もあり、全て在宅で行うことがで
きるわけではないのですが、かな
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ていた業務が、実は「不要」なの
ではないか、と思えるものも見つ
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り、すでにこの部門の人員を強化
しました。

ーここで、大森社長ご自身のこと
を少しお伺いしたいと思います。ま
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きっかけは何だったのでしょうか。

大森　私は、岡山県倉敷市の出身
で、近くに水島のコンビナートが
ありました。学生の頃からコンビ
ナートを見て、「将来このように
大きなものを造る仕事に就けたら
いいな」と思っていました。その
後、地元に三井造船という会社が
あり、プラントビジネスをしてい
ることが分かったため、入社する
こととしました。

ー今まで、プロジェクトマネー
ジャーとして行った仕事で、最も印
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ます。そのためには、社長が明確
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とよばれた男』という小説で有名
な出光興産の出光佐三さんです。
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がら、しかも一人の従業員の首も
切らない、という彼の姿勢が大好
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心同体」です。先程もお話しした
印象深いプロジェクトでは、お客
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が生まれ、一緒にトラブルを乗り
越えることができました。
　社内も「一心同体」、JFEグルー
プとも「一心同体」、お客様とも
「一心同体」を目指しています。

ー本日は大変ありがとうございま
した。

トルクメニスタン向け硫酸プラント

社長の使命とは
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ー日本に限らず、世界のいたると
ころでM&Aが盛んに行われており、
日本のエンジニアリング産業におい
ても、今後M&Aが盛んに行われて
いくと思います。そこで、本日は、
こうした動きの先駆けとなった御社

からいろいろとお伺いしたいのです
が、まず、何故社名を「JFEプロ
ジェクトワン」とされたのか、お聞
かせください。

大森　新社名については、JFEエン
ジニアリング株式会社から、我々
が決めていい、というお話をいた
だいていたため、社員に公募をか

けました。いろいろなアイデアの
中で、「One」という言葉を入れ
たい、という提案があり、これを
採用することとしました。我が社
は、従来から「One MPE」をス
ローガンにしておりましたし、
「One」には「Everyone」といっ
た「人」の意味もあります。さら
には、「Number One」を目指す、

お客様の「唯一」の存在でありた
い、ということも含んでいます。
こうした様々な思いを「JFEプロ
ジェクトワン」という名前に込め
ています。

ー今回御社の株式を100％保有
することとなったJFEエンジニア
リング株式会社は、元々製鉄系の
エンジニアリング企業であり、石
油化学関連のビジネスに知見と経
験のある御社をグループ企業とす
ることにメリットがあることはよ
く分かるのですが、御社にとっ
て、今回のM&Aにはどのようなメ
リットがあるのでしょうか。

大森　端的に結論を申し上げれ
ば、今回のM&Aは当社に大きなメ
リットをもたらしています。JFEエ
ンジニアリング株式会社の大下元
社長以下の幹部の皆様とお会いした
際、我々への大いなる期待をひし

ひしと感じ、責任を痛感するとと
もに、一層奮励努力する気概と勇気
をいただきました。
　実は、三井グループに属してい
た時代に、海外プロジェクトで大
きな赤字を出してしまったことか
ら、海外EPCのCには取り組まない
という方針が打ち出され、ここ数
年海外の大規模プロジェクトから
は遠ざかっていました。
　ところが、JFEグループに入っ
て、「海外のプロジェクトには、
当然チャレンジすべき」「リスク
ヘッジは行わなければならない
が、プロジェクトの規模の上限を
設けない」ということとなりまし
た。まず、この二つは、当社に
とって大きなメリットです。

ー当然、従業員の皆様の士気も上
がりますよね。

大森　おっしゃるとおりです。 
M&Aの話が決まった際に、従業員
はどんな気持ちになるのだろう
か、と心配したのですが、全くの杞
憂でした。シニアの社員の中には、

ノスタルジックな思いを持ってい
る者もいるかもしれませんが、特
に若手社員は、「自分のやりたい仕
事ができるようになった」と極めて
前向きにとらえています。

ーそのほか、どのようなメリット
が感じられますか。
　　　
大森　JFEグループとのシナジー
効果が期待できる部分として、
JFEエンジニアリング株式会社の
調達力があります。集中購買をす
ることによって、今までよりも調
達価格を低く抑えられると考えて
います。また、これから海外プロ
ジェクトに再挑戦したいと申し上
げましたが、我々JPOとしては現
在、海外に拠点を有しておりませ
ん。これからJFEグループの海外
ネットワークを活用させていただ
き、再び世界に羽ばたいていきた
いと思っております。我が社は、
長年化学プラントに携わってきた
実績があり、国内で1千件以上、海
外でも500件以上のプラントを
造ってきました。この知識と経験
を大いに活用していきたいと思っ
ています。

ーエンジニアリング企業の社長さ
んにお伺いすると、皆さん一様に
「我が社の最大の宝は従業員だ」と
おっしゃいます。大森社長も、同じ
お考えだと思いますが、従業員の皆
様に期待することはどのようなこと
でしょうか。

大森　当然、我が社の最大の宝は
従業員です。我が社には、シニア
の社員が約1割おりますが、皆さん
経験豊富な方々です。こうした

大森 亮（おおもり  りょう）

方々には、中堅若手に対しコーチ
ングをして、一人前に育てていっ
てほしいと思っています。もちろ
ん、中堅若手には常に「早く一人
前になれ」と申しております。ま
た、まだまだ数は十分ではないの
ですが、女性の技術者、管理者が
育ってきています。こうした人た
ちにも、それぞれの特性に合った
活躍の場を提供したいと思ってい
ます。

ー大森社長には、JFEプロジェク
トワン株式会社の現状と将来に向
けた思いを大分お聞かせいただき
ましたが、このほか、おっしゃり
たいことはないでしょうか。

大森　まず、新型コロナウイルス
の感染拡大防止のため、基本的に
従業員は全て在宅勤務で業務を処
理しろ、と言っています。我が社
の業務の中には、現場で行う仕事
もあり、全て在宅で行うことがで
きるわけではないのですが、かな
りの仕事が在宅勤務でできていま
す。さらに、オフィスで仕事を
行っていた際には「当然」と思っ
ていた業務が、実は「不要」なの
ではないか、と思えるものも見つ
かってきています。こうした「通
常業務の棚卸」は、必要なことだ
と思っております。
　一方で、中長期的には、受注額
の変動が大きいEPCビジネスにの
み頼るのではなく、安定的な収益
が見込めるメンテナンス事業に事
業の力点を置くべきだと思ってお
り、すでにこの部門の人員を強化
しました。

ーここで、大森社長ご自身のこと
を少しお伺いしたいと思います。ま
ず、エンジニアリング業界に入った
きっかけは何だったのでしょうか。

大森　私は、岡山県倉敷市の出身
で、近くに水島のコンビナートが
ありました。学生の頃からコンビ
ナートを見て、「将来このように
大きなものを造る仕事に就けたら
いいな」と思っていました。その
後、地元に三井造船という会社が
あり、プラントビジネスをしてい
ることが分かったため、入社する
こととしました。

ー今まで、プロジェクトマネー
ジャーとして行った仕事で、最も印
象深かったものは何でしょうか。

大森　いくつかのプロジェクトに
ついて、プロジェクトマネー
ジャーをさせていただきました
が、最も印象深いのは、三井化
学さんと出光興産さんとの合弁
事業で、シンガポールに化学プラ
ントを造った事業です。プロジェ
クト遂行の途中で、必要な機器を

1961年 岡山県生まれ
1984年  3月 神戸大学工学部化学工学科卒業
1984年  4月 三井造船株式会社入社
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積んだ船舶が三浦半島沖で衝突
事故を起こし、沈没してしまい
ました。結局、ベンダーさんに
もお願いして、再度機器を作り
直すこととし、通常なら1年間く
らい遅れるところを半年の遅延で
納めました。

ー社長の使命は何だと思われます
か。また、模範とする経営者はおら
れますか。

大森　先ほど、我が社の最大の宝
は従業員であると申し上げました
が、社長である私の最も重要な使
命の一つは、従業員をいかに思い
やるか、いかに守るか、というこ
とにあると思います。我が社の目
的は、「従業員もお客様も両方と
も幸せになる」ことだと信じてい
ます。そのためには、社長が明確
な方向性を示し、ぶれないことが
必要だと思っています。社長とは
全てを背負う責任者であり、副社
長とは全く役割が違います。
　また、私が尊敬している経営者
は、大学の大先輩でもある『海賊
とよばれた男』という小説で有名
な出光興産の出光佐三さんです。
日本政府に対してもバトルをしな
がら、しかも一人の従業員の首も
切らない、という彼の姿勢が大好
きです。

ー座右の銘はありますか。

大森　あえて申し上げれば、「一
心同体」です。先程もお話しした
印象深いプロジェクトでは、お客
様をリスペクトして相手を好きに
なれ、とメンバーを指導しまし
た。その結果、お客様との一体感

JFEグループに入った
メリット

今後JFEプロジェクトワンが
目指すもの

エンジニアリング業界に入った
きっかけと経験

従業員に期待すること

が生まれ、一緒にトラブルを乗り
越えることができました。
　社内も「一心同体」、JFEグルー
プとも「一心同体」、お客様とも
「一心同体」を目指しています。

ー本日は大変ありがとうございま
した。
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ー日本に限らず、世界のいたると
ころでM&Aが盛んに行われており、
日本のエンジニアリング産業におい
ても、今後M&Aが盛んに行われて
いくと思います。そこで、本日は、
こうした動きの先駆けとなった御社

からいろいろとお伺いしたいのです
が、まず、何故社名を「JFEプロ
ジェクトワン」とされたのか、お聞
かせください。

大森　新社名については、JFEエン
ジニアリング株式会社から、我々
が決めていい、というお話をいた
だいていたため、社員に公募をか

けました。いろいろなアイデアの
中で、「One」という言葉を入れ
たい、という提案があり、これを
採用することとしました。我が社
は、従来から「One MPE」をス
ローガンにしておりましたし、
「One」には「Everyone」といっ
た「人」の意味もあります。さら
には、「Number One」を目指す、

お客様の「唯一」の存在でありた
い、ということも含んでいます。
こうした様々な思いを「JFEプロ
ジェクトワン」という名前に込め
ています。

ー今回御社の株式を100％保有
することとなったJFEエンジニア
リング株式会社は、元々製鉄系の
エンジニアリング企業であり、石
油化学関連のビジネスに知見と経
験のある御社をグループ企業とす
ることにメリットがあることはよ
く分かるのですが、御社にとっ
て、今回のM&Aにはどのようなメ
リットがあるのでしょうか。

大森　端的に結論を申し上げれ
ば、今回のM&Aは当社に大きなメ
リットをもたらしています。JFEエ
ンジニアリング株式会社の大下元
社長以下の幹部の皆様とお会いした
際、我々への大いなる期待をひし

ひしと感じ、責任を痛感するとと
もに、一層奮励努力する気概と勇気
をいただきました。
　実は、三井グループに属してい
た時代に、海外プロジェクトで大
きな赤字を出してしまったことか
ら、海外EPCのCには取り組まない
という方針が打ち出され、ここ数
年海外の大規模プロジェクトから
は遠ざかっていました。
　ところが、JFEグループに入っ
て、「海外のプロジェクトには、
当然チャレンジすべき」「リスク
ヘッジは行わなければならない
が、プロジェクトの規模の上限を
設けない」ということとなりまし
た。まず、この二つは、当社に
とって大きなメリットです。

ー当然、従業員の皆様の士気も上
がりますよね。

大森　おっしゃるとおりです。 
M&Aの話が決まった際に、従業員
はどんな気持ちになるのだろう
か、と心配したのですが、全くの杞
憂でした。シニアの社員の中には、

ノスタルジックな思いを持ってい
る者もいるかもしれませんが、特
に若手社員は、「自分のやりたい仕
事ができるようになった」と極めて
前向きにとらえています。

ーそのほか、どのようなメリット
が感じられますか。
　　　
大森　JFEグループとのシナジー
効果が期待できる部分として、
JFEエンジニアリング株式会社の
調達力があります。集中購買をす
ることによって、今までよりも調
達価格を低く抑えられると考えて
います。また、これから海外プロ
ジェクトに再挑戦したいと申し上
げましたが、我々JPOとしては現
在、海外に拠点を有しておりませ
ん。これからJFEグループの海外
ネットワークを活用させていただ
き、再び世界に羽ばたいていきた
いと思っております。我が社は、
長年化学プラントに携わってきた
実績があり、国内で1千件以上、海
外でも500件以上のプラントを
造ってきました。この知識と経験
を大いに活用していきたいと思っ
ています。

ーエンジニアリング企業の社長さ
んにお伺いすると、皆さん一様に
「我が社の最大の宝は従業員だ」と
おっしゃいます。大森社長も、同じ
お考えだと思いますが、従業員の皆
様に期待することはどのようなこと
でしょうか。

大森　当然、我が社の最大の宝は
従業員です。我が社には、シニア
の社員が約1割おりますが、皆さん
経験豊富な方々です。こうした

「JFEプロジェクトワン」に
込められた思い

方々には、中堅若手に対しコーチ
ングをして、一人前に育てていっ
てほしいと思っています。もちろ
ん、中堅若手には常に「早く一人
前になれ」と申しております。ま
た、まだまだ数は十分ではないの
ですが、女性の技術者、管理者が
育ってきています。こうした人た
ちにも、それぞれの特性に合った
活躍の場を提供したいと思ってい
ます。

ー大森社長には、JFEプロジェク
トワン株式会社の現状と将来に向
けた思いを大分お聞かせいただき
ましたが、このほか、おっしゃり
たいことはないでしょうか。

大森　まず、新型コロナウイルス
の感染拡大防止のため、基本的に
従業員は全て在宅勤務で業務を処
理しろ、と言っています。我が社
の業務の中には、現場で行う仕事
もあり、全て在宅で行うことがで
きるわけではないのですが、かな
りの仕事が在宅勤務でできていま
す。さらに、オフィスで仕事を
行っていた際には「当然」と思っ
ていた業務が、実は「不要」なの
ではないか、と思えるものも見つ
かってきています。こうした「通
常業務の棚卸」は、必要なことだ
と思っております。
　一方で、中長期的には、受注額
の変動が大きいEPCビジネスにの
み頼るのではなく、安定的な収益
が見込めるメンテナンス事業に事
業の力点を置くべきだと思ってお
り、すでにこの部門の人員を強化
しました。

ーここで、大森社長ご自身のこと
を少しお伺いしたいと思います。ま
ず、エンジニアリング業界に入った
きっかけは何だったのでしょうか。

大森　私は、岡山県倉敷市の出身
で、近くに水島のコンビナートが
ありました。学生の頃からコンビ
ナートを見て、「将来このように
大きなものを造る仕事に就けたら
いいな」と思っていました。その
後、地元に三井造船という会社が
あり、プラントビジネスをしてい
ることが分かったため、入社する
こととしました。

ー今まで、プロジェクトマネー
ジャーとして行った仕事で、最も印
象深かったものは何でしょうか。

大森　いくつかのプロジェクトに
ついて、プロジェクトマネー
ジャーをさせていただきました
が、最も印象深いのは、三井化
学さんと出光興産さんとの合弁
事業で、シンガポールに化学プラ
ントを造った事業です。プロジェ
クト遂行の途中で、必要な機器を

　インタビュー当日は、折あしく
緊急事態宣言さなかの1月29日（金）
となってしまいましたが、大森社
長は、快く予定どおりのスケ
ジュールでお受けくださいまし
た。私のインタビュー記事でうま
く伝わっているか分かりません
が、大変熱情あふれる語り口でお
話をいただき、今後のビジネスに
向けた気概と、従業員への愛情が
強く感じられました。

聞き手：当協会専務理事
前野 陽一

積んだ船舶が三浦半島沖で衝突
事故を起こし、沈没してしまい
ました。結局、ベンダーさんに
もお願いして、再度機器を作り
直すこととし、通常なら1年間く
らい遅れるところを半年の遅延で
納めました。

ー社長の使命は何だと思われます
か。また、模範とする経営者はおら
れますか。

大森　先ほど、我が社の最大の宝
は従業員であると申し上げました
が、社長である私の最も重要な使
命の一つは、従業員をいかに思い
やるか、いかに守るか、というこ
とにあると思います。我が社の目
的は、「従業員もお客様も両方と
も幸せになる」ことだと信じてい
ます。そのためには、社長が明確
な方向性を示し、ぶれないことが
必要だと思っています。社長とは
全てを背負う責任者であり、副社
長とは全く役割が違います。
　また、私が尊敬している経営者
は、大学の大先輩でもある『海賊
とよばれた男』という小説で有名
な出光興産の出光佐三さんです。
日本政府に対してもバトルをしな
がら、しかも一人の従業員の首も
切らない、という彼の姿勢が大好
きです。

ー座右の銘はありますか。

大森　あえて申し上げれば、「一
心同体」です。先程もお話しした
印象深いプロジェクトでは、お客
様をリスペクトして相手を好きに
なれ、とメンバーを指導しまし
た。その結果、お客様との一体感

インタビュア後記

が生まれ、一緒にトラブルを乗り
越えることができました。
　社内も「一心同体」、JFEグルー
プとも「一心同体」、お客様とも
「一心同体」を目指しています。

ー本日は大変ありがとうございま
した。
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業
と
し
て
設
立
し
ま
し
た
が
、

M
&
A
に
よ
り
、
2
0
2
0
年
４
月
か
ら
J
F
E
グ
ル
ー
プ
の
一
員
と
な
り
、

社
名
も「
三
井
E
&
S
プ
ラ
ン
ト
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
株
式
会
社（
M
P
E
）」か
ら

「
J
F
E
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ワ
ン
株
式
会
社
」と
な
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
大
き
な
変
化
か
ら
約
１
年
が
経
っ
た
現
状
と
将
来
像
を
お
聞
か
せ
い
た
だ
く
た
め
、

千
葉
県
幕
張
の
本
社
に
大
森
亮 

代
表
取
締
役
社
長
を
お
訪
ね
し
ま
し
た
。

大森 亮 氏代表取締役社長　


